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岸
田
吟
香
が
上
海
に
て
西
洋
医
薬
を
導
入
し
た
経
緯
の
知
見

を
、
昨
年
の
本
大
会
で
報
告
し
た
。
今
回
は
中
国
に
お
け
る
ア

ヘ
ン
問
題
へ
の
彼
の
対
応
と
、
日
本
の
対
外
政
策
と
の
関
連
を

報
告
し
た
い
。

一
八
五
八
年
の
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦
争
敗
戦
で
締
結
さ
れ
た

「
天
津
条
約
」
に
よ
り
、
ア
ヘ
ン
貿
易
は
合
法
化
さ
れ
、
外
国
商

人
は
輸
入
税
さ
え
払
え
ば
販
売
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
上
海
で
は
ア
ヘ
ン
吸
飲
の
煙
館
が
急
速
に
増
え
、
一
八
七

○
年
代
に
は
一
七
○
○
軒
余
も
の
煙
館
が
あ
っ
た
。

一
八
六
六
年
九
月
～
翌
年
五
月
ま
で
上
海
に
滞
在
し
た
吟
香

は
、
『
呉
舩
日
記
」
に
こ
う
に
記
す
。

三
月
二
十
二
日
、
（
中
略
）
支
那
で
一
番
お
か
し
き
な
ら
は
し

ハ
、
女
の
あ
し
を
し
ば
る
事
な
り
。
そ
れ
か
ら
を
と
こ
の
あ
た

ま
の
尾
な
り
。
そ
れ
か
ら
阿
片
煙
を
の
む
事
な
り
。
（
中
略
）
ま

41
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一

藷
田

１

総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科

だ
い
ろ
い
ろ
お
か
し
き
事
あ
り
。

彼
は
清
末
の
風
俗
習
慣
を
風
刺
し
、
ア
ヘ
ン
吸
飲
を
お
か
し

い
こ
と
の
三
番
目
に
挙
げ
る
。
そ
し
て
ア
ヘ
ン
中
毒
者
治
療
の

た
め
、
戒
煙
薬
を
開
発
し
た
。

（
前
略
）
當
支
店
（
福
州
）
も
近
比
益
々
評
判
よ
ろ
し
く

精
鋳
水
其
の
外
と
も
日
々
買
客
店
に
満
ち
申
候
。
當
地
ハ
讐
者

に
乏
し
き
故
か
實
薬
店
ハ
多
く
是
あ
り
候
へ
ど
も
執
れ
も
古
風

の
丸
散
膏
丹
の
み
な
り
ｃ
本
舗
の
鉄
飴
煎
ハ
鴉
片
煙
毒
に
て
衰

弱
し
た
る
者
に
尤
も
効
あ
り
と
て
能
く
責
れ
申
候
。
二
八
八
五

年
十
一
月
二
十
七
日
『
朝
野
新
聞
」
）

一
八
八
一
年
四
月
、
吟
香
は
ア
ジ
ア
と
の
提
携
・
振
興
を
目

的
と
し
た
興
亜
会
の
議
員
に
選
任
さ
れ
る
。
彼
は
維
新
政
府
成

立
後
ま
も
な
く
、
中
国
に
お
け
る
日
本
商
品
の
販
売
で
欧
米
と

の
貿
易
競
争
に
対
抗
す
る
建
議
書
も
提
出
。
参
謀
本
部
派
遣
将

校
の
荒
尾
精
に
は
一
八
八
七
年
三
月
か
ら
多
方
面
の
援
助
を
し
、

漢
口
楽
善
堂
支
店
で
は
中
国
の
実
情
調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら

一
連
の
政
治
的
活
動
か
ら
見
て
も
、
吟
香
は
日
中
連
帯
提
唱
者

の
一
人
だ
っ
た
と
い
え
る
。

吟
香
は
戒
煙
薬
の
開
発
後
、
ア
ヘ
ン
防
止
に
も
着
手
し
た
。



日本医史学雑誌第51巻第2号(2005)261

致し

と候
奉は
存、
候一
0‐

（
前
略
）
今
日
盛
行
之
鴉
片
烟
毒
を
唯
学
校
を
興
す
位
之
事
に

而
戒
絶
致
候
事
は
控
も
六
ヶ
敷
と
奉
存
候
。
然
る
に
私
は
幸
に

此
変
法
維
新
之
機
に
乗
じ
渭
国
に
於
而
戒
烟
医
院
を
興
し
度
と

存
候
事
に
御
座
候
。
（
中
略
）
始
め
先
私
の
私
費
を
以
而
可
然
所

に
戒
烟
医
院
を
創
設
致
し
、
夫
よ
り
逐
漸
推
拡
各
地
に
開
設
致

し
候
は
、
二
三
十
年
後
に
は
鴉
片
妖
烟
を
支
那
国
よ
り
掃
清
可

そ
の
意
図
は
一
八
九
六
年
三
月
の
日
本
薬
学
会
例
会
で
行
わ
れ

た
講
演
文
か
ら
も
分
か
る
。

現
今
情
國
二
於
ケ
ル
鴉
片
喫
烟
ノ
流
行
ハ
其
害
毒
尤
モ
烈
シ

キ
者
二
シ
其
隣
邦
ダ
ル
我
國
二
於
テ
ハ
尤
モ
顧
盧
戒
心
ス
ル
所

ナ
ヵ
ル
可
カ
ラ
ズ
殊
二
戦
勝
後
ハ
交
際
モ
益
々
親
密
卜
成
り
往

来
モ
頻
繁
二
至
ル
ベ
ヶ
レ
バ
務
メ
テ
其
流
毒
ノ
情
態
ヲ
モ
詳
知

シ
置
ザ
ル
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
（
後
略
）
。

さ
ら
に
変
法
維
新
が
採
択
さ
れ
た
二
ヵ
月
後
の
一
八
九
八
年

八
月
、
吟
香
は
中
国
旅
行
中
の
伊
藤
博
文
へ
の
手
紙
で
、
清
朝

要
人
ら
に
「
戒
煙
医
院
」
設
立
を
諒
解
し
て
も
ら
う
よ
う
懇
願

す
る
。こ

れ
は
変
法
維
新
採
択
の
機
運
に
乗
じ
、
ア
ヘ
ン
を
中
国
全

（
後
略
）

土
か
ら
消
滅
さ
せ
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。
一
方
、
清
政
府
の
禁

煙
令
は
ア
ヘ
ン
戦
争
で
廃
止
さ
れ
、
以
後
ほ
ぼ
何
の
取
締
り
策

も
採
れ
な
か
っ
た
。
張
之
洞
な
ど
洋
務
運
動
者
た
ち
も
、
た
だ

新
式
学
校
の
設
立
で
民
衆
を
教
育
し
て
害
毒
を
防
ご
う
と
し
た

が
、
消
極
的
防
止
策
と
言
う
し
か
な
い
。
そ
の
た
め
吟
香
は
積

極
的
な
駆
除
方
法
を
考
え
た
。
ア
ヘ
ン
中
毒
の
治
療
は
本
人
の

意
志
と
忍
耐
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
專
門
病
院
を
設
置

し
、
適
切
な
薬
物
投
与
と
医
者
の
管
理
に
よ
り
耽
溺
を
断
絶
す

る
彼
の
建
義
は
、
実
に
有
効
な
戒
毒
法
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

三
ヵ
月
後
の
十
一
月
、
中
国
の
領
土
の
保
全
と
改
革
支
援
を

主
旨
と
す
る
「
東
亜
同
文
会
」
の
設
立
大
会
で
、
吟
香
は
評
議

員
に
選
出
さ
れ
た
。
彼
の
一
連
の
対
応
は
、
医
療
・
保
健
面
か

ら
中
国
を
保
全
す
る
色
彩
も
強
い
が
、
清
政
府
の
無
力
と
比
べ

る
な
ら
、
治
療
と
救
援
の
よ
い
手
本
と
い
え
る
。


